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第１２  そ の 他 の 援 護                  

【 社会福祉課 】 

 

１ 民生委員・児童委員 

民生委員は、厚生労働大臣から委嘱を受け民生委員法に基づき各種福祉活動を行っていま

す。さらに民生委員は、児童委員を兼ねることになっており、児童福祉のために活動をする

民間奉仕者でもあります。 

現在の定数は 88名、うち主任児童委員 10名であり、主な任務は、担当地区における調査

活動、保護指導や関係行政機関等に対する協力です。 

民生委員・児童委員で組織する協議会（民児協）では、様々な調査研究活動や各種研修の

ほか、専門部会の活動などを行っており、資質の向上を図っています。 

☆令和６年度民生委員・児童委員の相談等活動状況 

 

相 談 ・ 支 援 件 数 （内容別） 

在
宅
福
祉 

介
護
保
険 

健
康
・
保
健
医
療 

子
育
て
・
母
子
保
健 

子
ど
も
の
地
域
生
活 

子
ど
も
の
教
育
・ 

校
生
活 

生
活
費 

年
金
・
保
険 

仕 

事 

家
族
関
係 

住 

居 

生
活
環
境 

日
常
的
な
支
援 

そ
の
他 

計 

民 生 

委 員 
14 25 36 0 0 0 31 0 5 24 4 31 71 389 630 

主任児 

童委員 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

 

 
相談・支援件数（分野別） 相談・支援以外の活動件数 

高
齢
者
に 関

す
る
こ
と 

障
が
い
者
に 

関
す
る
こ
と 

子
ど
も
に 関

す
る
こ
と 

そ
の
他 

計 

調
査
・
実
態
把
握 

行
事
・
事
業
・
会
議 

へ
の
参
加
・
協
力 

地
域
福
祉
活
動 

・
自
主
活
動 

民
児
協
運
営
・
研
修 

証
明(

調
査
・ 

確
認
等)

事
務 

要
保
護
児
童
の 

発
見
の
通
告
・
仲
介 

民 生 

委 員 
435 13 6 176 630 841 707 847 2,255 143 2 

主任児 

童委員 
1 0 0 0 1 7 240 18 244 0 0 
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 訪  問 連絡調整 

 
 

活
動
日
数 

訪
問
・
連
絡
活
動 

そ
の
他 

委
員
相
互 

そ
の
他
の
関
係
機
関 

民 生 

委 員 
10,738 3,340 2,643 1,705 8,315 

主任児 

童委員 
267 34 719 563 1,005 

 

２ 生活困窮者への自立支援相談 

生活困窮者自立支援法に基づき、相談者が抱える課題を把握するとともに、その方の置か

れている状況や本人の意思を十分に確認することを通じて、それぞれの状況にあった支援計

画の作成等を行い、就労支援及び関係事業との連携による支援を包括的に行うことを目的と

しています。 

☆令和６年度相談状況 

新規 

相談 

件数 

男

性 

女

性 

要  因 対応結果 

傷

病 

収入

減少 

そ

の

他 

情報提供

や相談対

応のみ 

他の制度につなぐ 自立支援 

プラン作成 

・支援決定 
保護

申請 

住居確保 

給付金 
その他 

88 45 43 14 36 38 60 27 2 0 0 
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３ 犯罪者の更生援護 

保護司法に基づき、犯罪をした者及び非行のある少年の改善、更生を助け、犯罪の予防に

あたる者として法務大臣から委嘱を受けています。 

胆振西部４市町で伊達地区保護司会を構成しています。 

                                                                                 

   ○保護司定員   33名 

      ○任   期      ２年 

 

４ 戦争犠牲者の援護 

戦争犠牲者に対する一連の援護対策は、国家賠償の精神に基づいて戦没者の遺族、戦傷病

者などの援護を図ることを目的としており、本市においては社会福祉課が窓口となって相談

の受付、請求などの事務を行っています。 

 

５ 伊達市災害見舞金の支給  

災害による被災者に対し見舞金を支給しています。 

 

○見舞金額    家屋の全焼、全壊、流出  20,000 円 

  家屋の半焼、半壊     10,000 円 

  家屋の床上浸水            5,000 円 

☆令和６年度実績 

全 焼(世帯) 1 見舞金(円) 20,000 

半 焼(世帯) 0 見舞金(円)  0 

床 上 浸 水 0 見舞金(円)  0 

 

６ 災害弔慰金の支給 

    自然災害により死亡した者の遺族に対し弔慰のために弔慰金を支給します。本市におい

ては、社会福祉課が窓口となって相談の受付を行っております。 

 

○支給金額    生計維持者の方が死亡した場合 500万円 

その他の方が死亡した場合   250 万円 

※令和６年度実績なし 
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７ 日本赤十字社伊達市地区の概要 

日本赤十字社は国際赤十字の一員として国際援護活動や国内においては人道博愛の精神

に基づく広範な人道的事業を推進しています。 
 

(1) 事業資金となる社資の募集  

☆令和６年度実績 

目標額(円)  3,141,000 実績額(円)  4,371,519 

(2) 日赤救急法講習会の参加者状況 

☆令和６年度実績 

 

 

(3) 災害による被災者の援護 

災害により被災した方へ緊急的に必要な毛布と日用品セットを配布します。 

☆令和６年度実績 

被災者に対する毛布及び日用品 見舞金(円) 

毛布(枚) 緊急セット １世帯 

2 1 20,000 

(4)    奉仕団の活動 

伊達市地区には２つの奉仕団があり、それぞれ赤十字精神に基づいてボランティア活動を

進めています。 

 

所 属 奉 仕 団：伊達市赤十字奉仕団、伊達市救急法赤十字奉仕団 

 

 

参加者 6 名 


